
明
ポ
ン
プ
批
隊
法
大
会
は
十
一
月

間
十
品
ハ
刊
日
我
孫
子
中
学
校
校
緩
で

跡
闘
員
二
百
名
が
参
加
し
て
お
と

加
な
わ
れ
、
一
句
栴
摺
数
カ
ポ
Y
プ
の

伊
認
で
湖
北
交
際
慾
六
分
閥
、
自

咽
動
市
阜
の
畑
附
明
、
糊
糊
お
交
問
出
第
五
分

申
僚
が
そ
れ
ぞ
れ
よ
い
成
績
で
後

山
常
務
し
ま
し
た
。

A
吋

ζ
m
u
d
ゆ
ン
ブ
操
波
中
〈
品
械
は
制
御

崎
嫁
お
ζ

な
か
れ
て
い
る
も
の
で

輔
火
災
を
緩
援
し
て
災
剛
聞
の
火
災

吋
時
と
隊
じ
榊
搬
に
ポ
ン
プ
を
操
作

唱
し
て
、
そ
れ
を
い
ろ
い
ろ
の
角

桝
後
か
ら
綴
ぶ
し
て
漆
劣
を
き
め

仲
る
・
も
の
で
す
。

悼
成
績
は
次
の
と
お
ち
?
?

脚
汚
鮫
効
力
ポ
ン
プ
の
務

』

F

一
佼
糊
制
泌
究
開
制
緩
六
分
間
関

炉
一
一
銭
揃
期
総
一
変
岡
山
第
一
一
分
回
出

哨
一
品
仙
税
制
期
治
交
関
第
一
分
回
出

蜘
閥
的
協
期
間
#
品
交
問
開
策
七
分
間
開

ゆ
税
の
滞
斡
を
な
く
し

叩

十

ニ

月

は

滞

納

整

理

の

月

岬
符
で
は
数
多
く
の
線
終
巻
お
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一吋
ζ
な
う
た
め
、
多
く
の
緩
紫
が
①
多
額
の
判
例
A
臓
が
緩
秘
書

吋
必
裂
と
事
れ
て
い
ま
す
。

ζ

の
れ
、
そ
の
衡
か
な
っ
と
く
で
き

》

j
i
-
-
i
i
z
嚇
怒
昔
、
み
な
さ
ん
か
ら
約
め
な
い
〈
併
時
一
関
税
の
重
ロ
)

ζ

一
吋
て
い
た
ピ
い
た
税
金
に
よ
っ
て
③
後
数
令
番
等
を
な
く
し
て

古
向
。
間
吋
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
e
し
た
し
ま
づ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
に

れ
れ
い
、
…
酬
が
っ
て
、
み
な
き
ん
の
総
務
が
し
て
し
ま
っ
た

す
時
野
村
い
山
炉
お
く
れ
る
と
い
う
ζ

と
は
、
不
③
収
入
が
少
な
い
た
め
、
長

ぞ

醐

?

ニ

喜

?

と

で

ま

み

与

ま

す

が

震

に

お

わ

れ

て

輪

姦

す

る

余

込
J

明、

m

M
噛

i

l

4
J

出
初
叩
嗣
泰
幾
も
お
く
れ
て
し
ま
う
と
い
緩
い
か
な
い
。

制
剤
崎
山
比
一
向
う
受
ー
か
あ
ち
ま
す
e

明、は、

ζ
れ
ら
を
簿
一
決
す
る

3

後
均
一
向
町
い
か
を
腐
し
た
事
業
み
ぞ
お
ζ

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
そ

の

午

付

N

哨

ら

汁

叫

噛

な

う

K
は
、
や
は
ち
み
殺
事
ん
れ
に
は
次
の
よ
う
に
す
る
と
と

税
税
ゆ
い
山
舶
の
ど
協
力
が
な
く
て
は
マ
き
ま
が
最
も
災
い
万
仲
阪
で
あ
ろ
う
と

選
滋
獄
冷
市
恥
せ
ん
。
附
聞
の
滞
納
刺
殺
は
総
務
官
時
思
い
ま
す
争

融
関
渋
川
九
制
…
叩
穏
に
持
絞
殺
し
て
孝
、
、
そ
の
悼
耕

m
w

に
つ
い
て
は
、
宮
内
税
の

定

品

の

お

渓

向

併

、

閤

都

お

締

向

日

・

少

に

警

癒

し

て

L
る
あ
ち
き
ま
総
務
は
納
税
義
務
者
の
市
街

月

で

叩

嚇

で

す

e

務
、
税
務
署
の
決
定
部
例
措
時
制
閉
織

防
繍
…
日
税
金
者
簿
一
線
し
て
い
る
屡
闘
を
霊
-
と
し
て
総
数
し
て
お
れ
ツ

も
吋
は
い
ろ
い
ろ
あ
持
ま
す
が
、
そ
ま
す
が
、
国
間
淡
の
あ
る
方
沖
持
、

t
i
t
i
}
i
輔

の

お

も

な

望

芸

?

っ

な

雲

空

ご

裂

く

だ

き

れ

ば
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操法大会

可
搬
の
部
で
湖
北
六
分
団
優
勝

自
動
車
の
部
で
は
湖
北
五
分
間

波
紋
制
制
北
交
回
出
第
一
一
一
分
間
同

資
勤
務
の
務

一
銭
湖
北
玄
関
山
第
笈
分
間

一
一
位
致
孫
子
骨
量
雪
量

一
‘
一
位
世
叩
ル
開
放
問
凶
銀
二
分
間
凶

な
抑
制
、
数
知
山
分
図
は
可
複
数

カ
ポ
ン
プ
mw
怒
に
十
七
分
閥
、

出
阿
働
率
の
稼
げ
い
開
問
分
間
開
あ
り
ま

し
た
。二
日
お
い
た
十
八
践
に
は
開

会
場
で
笈
カ
附
町
村
代
表
立
よ
る

ポ
ン
ヅ
叫
開
放
火
九
四
が
お
と
な
わ

れ
ま
し
た
が
、
可
毅
動
力
ポ
ン

プ
の
郊
で
湖
北
支
団
第
一
分
泌

が
援
隊
し
ま
し
た
。

ιれ
は
附
昨

年
託
統
き
ぶ
年
淡
納
制
緩
叫
闘
で
し

'

』

O
T
 向同
動
燃
の
帽
離
で
は
流
山
出
荷
第

十
三
分
間
聞
が
優
勝
、
期
崩
#
品
交
問

縦
焔
叫
品
分
間
山
が
一
ニ
位
と
な
ち
ま
し

た。

し
よ
う

相
静
油
開
い
た
し
ま
す
を

品
wκ
つ
い
て
は
、
税
務
課
へ

粉砕火
mw
殺
を
出
申
し
出
て
く
ど
き

、。容
に
つ
い
て
は
、
机
同
州
拭
糊
拙

予
、
分
州
都
同
納
付
拙
w
m
w
方
体
内
か
あ

り
ま
す
の
で
、
税
務
部
師
へ
取
し

山
闘
で
く
だ
き
い
。

税
務
細
部
で
は
十
二
汚
一
日
か

め
に
N

掛
裂
な
穣

判
明
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
れ

は
す
べ
て
の
人

間
聞
が
絞
れ
か
ち

も
策
総
書
れ
な

hv
ヌ
蹄
山
闘
い
を
持
っ
て
い
る

と
と
も
に
「
義
務
い
と
「
災

妓
」
を
も
っ
て
い
る
と
い
う

と
と
で
す
。
人
制
措
舎
内
す
る
た

め
に
は
、
e絞
り
の
抑
制
利
者
主

獲
す
る
と
と
も
に
、
他
人
の

ら
十
一
一
昨
月
中
米
日
ま
で
者
滞
納
議

線
級
制
繍
湾
総
と
し
て
、
徴
収
総

閥
均
か
務
抽
出
者
宅
へ
渡
期
鴎
に
う
か

が
い
ま
す
か
ち
、
と
協
力

4
r

々
O
H
・。
理
由
も
な
く
し
て
、
柚
明
治
な

か
っ
た
号
、
相
談
に
応
じ
な
い

カ
に
減
、
不
本
意
な
が
ら
笈
し

抑
え
を
す
る
場
合
が
あ
ち
ま
す

権
利
を
も
認
め
る
ζ
と
で
す
。

あ
な
た
府
間
臨
時
め
機
会
争
点
骨
え

て
み
て
、
あ
な
た
の
人
綴
は
守

ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
、

わ
る
い
閃
穏
や
金
銭
の
資
鑑
、 〔ポンブ緩法大会室勤牽の諸君拍車究中校庭3

え
M

M

N

ソ
ワ
ン
・
計
M

l
斗
ど
砧
偶
・
惜
鳳
州
問
等
は
指

れ
れ

fa
総
数
蚤
以
上
を
納
町

ヰ
h

バ
ト
ト
掛
隅
し
た
ち
、
獄
。

と
川
投
手
暴
言
語

T
ガ
定
め
ら
れ
た
手
緩

設
線
の
年
脅
し
て
輔
熟
知
知
事

貯
比
率
言
受
け
な

の
叡
け
れ
ば
な
与
な
い
い

'摘。

H
U

と
と
に
な
っ
て
い

h
r
ε
ま
す
@

M
M
按
ま
れ
仏
、
縦
装
観

点

襲

警

分

の

一

以
上
mw
験
合
は
、
尉
関
西
対
に
届
け

出
同
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ガ
ソ
ザ
ン
な
ら
二
十
字
ッ
ト

ル
、
灯
油
な
ら
百
リ
ッ
ト
ル
、

震
品
開
な
ら
制
問
蕊
ザ
ッ
ト
ル
N
H
L
ム

を
酷
副
議
取
ち
絞
っ
て
い
て
、
ま

だ
阿
描
け
織
し
て
い
な
い
方
法
、

泌
総
務
慾
術
部
か
役
場
抽
出
時
制
係

κ総
帥
り
出
向
て
下
古
い
e

油
田
時
制
岡
山
骨
巾
問
問
郊
で
は
、

ζ
れ

ら
然
同
居
対
象
品
初
出
W

然
紺
闘
を
穣
査

す
る
た
め
汲
波
紋
に
作
品
ち
入
hJ

検
哨
慨
を
す
る
ζ

と
に
し
て
い
ま

す
。
仙
削
減
が
も
え
る
と
急
速
に

火
蕗
が
ひ
ろ
が
ち
出
縄
開
制
上
滞
常

に
や
っ
か
い
で
す
e

火
災
者
お

ζ

き
な
い
乙
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、

ζ
の撒椋
h

叫
品
削
除
問
絡
の
一
燃

在
を
摺
嚇
姉
樹
W

料
消
防
罰
が
知
っ
て

お
く
と
と
も
、
た
い
せ
つ
な
ζ

と
で
す
か
ら
ぜ
ひ
聞
届
け
出
て
下

き
い
。

捕
者
欽
ん
で
車
を

年
末
に
は
事
故
が
多
い

し
な
い

探
山
さ
ん
の
翻
仰
が
設
に

鶏
臨
仰
の
品
評
A

舎
を
関
く

十
一
日
月
二
十
三
口
問
納
品
品
小
学

校
で
養
臨
制
緩
蛸
鰐
拍
総
会
ハ
総
合
後

桧
山
山
孝
次
郎
〉
お
ん
蜘
樹
、
農
商
事
研

究
会
協
融
関
明
、
幾
閥
笠
間
報
許
会
が
闘

か
れ
ま
し
た
。

ぷ
務
会
に
は
八
十
九
い
お
が
山
悶

ふ
さ
れ
、
消
費
者
代
淡
な
ど
に

よ
ち
察
官
試
が
粉
ζ
な
わ
れ
、
次

の
方
々
が
入
致
事
れ
ま
し
た
。

燃
料
問
淡
深
山
清
二
(
中
柏
町
〉

会
問
同
校
総
山
川
間
関
(
布
ル
低
下
〉

樹
崎
議
出
開
設
中
努
安
之
助
〈
中

盤
〉
金
賞
裁
期
締
ゆ
き
〈
口
M

簿
)

銀
賞
一
位
滞
緩
災
復
〈
布
後

下
〉
繍
慨
骨
良
川
一
総
大
酬
明
答
次
総

〈
南
関
町
一
》
綴
資
一
般
志
水
常
時

ま
持
続
さ
れ
ず
、
滋
棚
刑
蹴
聞
出
問
を

た
ど
っ
た
ζ

と
。
ぬ
W

し
炎
調
組
重
が

説
明
し
く
糊
哨
火
し
て
き
に
ζ

と、

mw
一
一
点
が
あ
げ
ち
れ
ま
す
。

制
抑
制
叩
ト
二
月
は
、
時
月
間
則
明
、
は

品
取
も
多
く
の
件
数
や
減
努
け
か
剖
附

録
さ
れ
る
回
丹
明
、
す
。

ζ

の
同
月
に

は
、
惑
を
波
紋
す
る
人
は
特
区

次
の
ぷ
沈
没
葱
し
た
い
も
の
で

re。逮転
者
の
注
笈

富坤蹴出
ω

フ
ッ

h
v
f
w係
来
年
始

比
燃
え
て
務
政
省
で
は
、
齢
鞠

滋
強
制
棋
な
ど
に
万
全

を
制
制
し
て
い
ま
す
¥

が
、
と
利
渇
き
れ
る
ト

方
に
は
次
の
み
同
氏

C

L

絹
間
対
く
だ
詰
る
よ
う
ハ
，

h

ね
綴
い
し
ま
す
。

J

ベ

mw
ホ
ザ
却
場
は
十
五
日
頃
沢

年
賀
状
は
二
十
笈
問
問
向

頃
ま
で
に
差
し
出
川
ず
早

ょ
う
K
し
ま
し
ょ
う
。
中
4

組
中
米
仰
い
は
た
く
さ
ん
与
へ

の
総
附
民
的
閣
が
山
山
田
出
ち
、
酌
む
町

縦
柑
揃
悦
時
間
内
の
処
寝
泊
砧
オ
パ
J

も

ち

ろ

ん

、

総

滋

長

の
遜
で
も
い
ろ
い
ろ

の
間
出
掛
織
が
除
ん
じ
て
き
ま
す
。

で
す
か
ち
、
小
包
、
年
賀
状

出W
W

鳩
磁
零
時
弘
歩
行
者
師
陣
幾
奇

心
掛
凶
げ
る
。
横
断
歩
噛
識
に
歩
行

訓
告
が
い
る
場
合
、
必
ず
…
臨
時
停

止
を
し
て
歩
行
税
制
陣
糊
棋
を
心
機

げ
る
ζ
と。

ぬ
い
そ
が
し
い
年
末
は
、
と

か
く
ス
♂

i
F
を
だ
し
や
す
い

も
の
で
す
が
、
ス
♂

i
ド
の
ど

し
す
ぎ
は
事
後
の
錨
脈
問
削
げ
い
な
り

や
す
い
も
の
で
す
e

出
w
年
余
は
制
概
寺
品
臥
む
機
会
が

ふ
え
ま
す
が
、
欄
間
を
欽
ん
だ
あ

と
は
絶
対
に
車
を
運
転
し
な
い

よ
ろ
に
し
ま
し
ょ
う
。

開
問
師
陣
(
高
野
山
同
)
制
問
焚
ご
い
佼

支
出
両
議
太
郎
〈
潟
野
山
間
V

綴
貧

乏
前
科
油
断
搬
鰍
綴
織
ハ
利
制
民
酔
時
〉

共
闘
間
募
金
に
五
十

八
万
余
再
築
家
る

十
月
い
っ
ぱ
い
お
ζ
な
わ
れ

た
災
対
務
会

κ治
、
み
な
さ
ん

の
あ
た
た
か
い
と
協
力
が
あ
ち

闘
機
綴
玄
十
四
万
九
乎
九
夜
以

十
m
m
に
た
い
し
て
、
来
十
八
万

一
一
一
千
二
滋
八
十
際
問
も
州
捕
ま
ち

ま
し
た
。
た
だ
ち

κ時
間
へ
送

与
、
各
緩
め
梢
欄
料
乱
獲
嘩
滑
に
つ
か

わ
れ
る
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

は
平
闘
に
闘
し
て
く
だ
き

い
。
出
wb抑
制
咋
去
っ
き
年
一
実
ハ

ガ
キ
以
外
の
私
製
ハ
ガ

キ
を
絞
っ
て
年
賀
状
春

出
す
と
き
は
、
綴
衡
の

一
一
見
や
す
い
と
ζ
ろ
へ
必

文
ず
一
滋
ご
と
に
「
年

公

資

L

と
朱
認
す
る
ζ

を

と

n
ζ

の
表
一
添
い
か
な
い

私
と
一
般
の
輔
制
緩
数
と
し

荷
て
蹴
銃
規
さ
れ
て
し
ま

財
い
、
総
内
札
制
問
泌
さ
れ

湾
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

.4
す
。
③
小
包
郵
便
は
翰

一
一
滋
mw
途
中
、
と
わ
れ
な

い
よ
う
に
、
厳
滋

κ惚

装
し
て
く
だ
き
い
。
ま

た
、
小
知
鴎
樹
時
蹴
出
帆
籾
の
安

全
の
た
め

κ篠
弘
を
ニ
絞
っ

同
り
て
く
だ
3
い。
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火
器
県
南
市
の
農
業
餐
鶴
岡

に
港
箆
氏
安
選
後

古
き
は
脳
内
仁
し
た
削
機
業
委
員

組
組
問
削
州
一
一
一
叫
仙
の
拘
留
径
w
h
矯
田
義

閣
内
出
向
が
幽
刷
業
協
回
開
如
組
合
か
ら
機

さ
れ
、
十
一
月
二
十
一
円
口
付
明
、

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
制
嶋

田
山
義
男
災
の
細
別
内
対
叫
同
市
間
鼎
柚
掛
町
民

で
す
。文
化
祭
最
後
の
行

事
短
歎
会
お
わ
あ

文
化
祭
日
行
樹
慣
の
幾
悼
訳
者
か
ざ

る
短
歌
会
は
十
一
月
以
十
二
日

午
後
一
特
か
ら
夜
工
会
慾
で
問
問

か
h
付
設
し
た
。
出
席
者
は
ア
ラ

ラ
ギ
の
鈴
木
幸
一
、
清
水
曜
掛
掛
職

制
問
先
設
な
ど
十
五
名
明
、
し
た
e

詠
草
品
V

V
稼
楠
盟
の
品
枠
に
か
ら
み
て
紅

渡
せ
る
鶏
の
総
裁
は
端
固
た
て
て

輔

持

品

水

一

塁

壁

子

曹
あ
ら
く
さ
の
下
の
お
ほ
ば

と
み
づ
み
づ
し
き
を
磁
み
て
滋

き
遂
に
い
で
た
り
鯵
李
主
テ

軍
一
伐
の
絞
殺
終
り
て
割
問
、
号

絡
は
い
て
ふ
の
務
議
古
く
さ
く

と附附
hu

磯
回
千
枝
子

V
交
瑞
輔
の
は
げ
し
き
に
制
剛
丸

蛸
間
の
子
ら
策
協
凱
か
か
げ
て
笑
み

て

時

眠

れ

る

総

本

発

援

V
終
係
者
鉄
削
削
ち
奉
れ
ば
鉄

く
き
る
ら
が
体
奥
夜
半
w
h
融制ず

韓
国
袋
岩
品
開



{霊〉

職
業
訓
練
所
の
入
所
者
を
募
集

久
寺
家
に
建
設
中
H
明

年

一

一

一

月

間

所

む 間帯担39主手12ij 16調書官:f1

久
中
寄
贈
和
民
醐
開
設
中
の
時
訊
押
綿
子

験
談
剥
訓
練
所
は
、
明
年
日
訪
問
月
燃

焼
守
山
り
，
き
し
て
気
事
を
い
そ
い

で
お

h
ま
す
が
、
次

ωと
お
h
J

鮒
訓
練
役
者
募
鞠
摘
し
て
い
ま
す
o

wv
入
所
資
総
義
務
教
育
修

了
〈
修
了
出
見
込
み
の
若
者
合

h
H
V

の
心
身
と
も
げ
い
同
提
淡
な
穫

で
お
っ
て
職
業
訓
練
氏
関
悶
え
ら

れ
る
者
で
あ
れ
ば
、
脱
抑
友
銀
令

春
闘
附
い
ま
品
百
ん

帯
潤
離
帯
暗
中
学
校
卒
業
寝

成
の
間
関
紺
縮
、
数
学
、
社
会
、
環

創
刊
、
お
よ
び
総
桑
官
締
役
検
凝
と

溺
拙
械
設
砧
慨
を
お
と
な
い
ま
す
。

曹
入
所
唱
司
法
緩
急

受
付
制
問
問
日
間
鴨
緑
一
気
十
一

お
か
ち
二
月
十
一
一
円
日
立
で

受
付
組
笠
描

mc千
議
採
商
工
労

働
綴
鮪
職
業
綴
悼
碑
朝
間
ま
た
は
公
共

醐
職
業
安
定
一
夜
、

V
提
出
設
相
絹

ぴ議事

入
所
験
機
、

毅広{第三事費議後季語恕罰百}

綴
附
服
務
、
身
体
後
査
審
(
保
険

旅
ま
た
は
題
立
、
公
立
病
淡
路

行
の
も
の

y
d守
構
内
プ
絞
〈
た
で

開
問
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
よ
ζ
一一一

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
半
身
で
妥

滋
に
災
名
、
設
年
月
目
、
撮
影
白
骨

m
河
口
叫
者
間
出
入
し
て
く
だ
さ
い
V

V
議
品
鶴
田
科
学
科
ス
月
十
九

図
面
接
一
ニ
汚
一
白
ま
た
は
ス

呂
、
な
お
、
持
偶
蹄
駅
構
明
一
燃
は
議
柑
卵

子
中
学
校
の
予
定
で
す
e

V
制
村
岡
悶
と
災
同
院
議
後
一
科

〈
ヱ
伶
数
回
慨
に
よ
る
金
震
災
緩

和船
T
C
、
鍛
錬
期
間
開
二
年
、
脚
品

闘
同
一
一
一
十
名
数
様
日
一
科
〈
ヱ
作

機
械
乞
よ
る
総
務
総
同
開
の
仕
上

げ
に
お
げ
る
品
銀
総
の
幾
成
樹
副

綴
}
制
酬
陥
側
側
網
棚
時
二
時
定
員
三

十
点
制
自
動
指
串
割
賦
緩
和
軒
、
訓
練

棚
網
開
附
一
年
、
定
員
三
十
名
。

マ
そ
の
他
①
授
業
料
は
い
与

ま
せ
ん
。
教
材
、
公
共
蛸
酬
は
綿
織

の

を

制
作
明
、
災
与
し
ま
す
。
品
出
「
数
制
約
借
関

代
は
必
須
科
目
ロ
に
つ
い
℃
は
燃

が
学
輯
嗣
品
同
援
し
ま
す
。

く
わ
し
い
ζ

と
に
つ
い
て
は

会
共
闘
側
議
総
双
務
ま
た
は
千
築

然
灘
公
労
働
務
総
業
制
訓
練
澗
締
役

組
制
緩
業
隷
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

J
】

V
P

、。

?
i
L
 

V-a
時抗柑捕手

十
一
ノ
ニ
附
町

内
の
火
鵠
関
口
一

労
者
ん
と
志

賀
和
子
さ
ん

が
十
一
月
に

位
和
燈
さ
れ
ま

し
た
が
部
制
緩

旅
行
者
と
ち

ゃ
め
て
、
結

の

mqて
い
る
劇
部
縫
に
さ
し
ゐ

げ
て
く
だ
さ
い
と
、
社
全
福
祉
体

協
議
会
へ
二
月
詞
寄
叫
問
き
れ
ま

し
た
ロ
曹
め
ば
え
絡
橋
馳
欄
槻
で
は
抑
帆
蹴
蝶

側
出
関
巡
査
を
P
T
A
で
表
彰

川
町
究
室
の
交
通
事
故
防
止
に
努
力

い
や
が
ら
せ
試
す
ぐ
交
番
へ

ロ
月
は
陪
話
連
動
期
間

少
年
非
行
の
妨
止

mw
豆
月
だ
か
ら
、
な
ど
と
緩

い
気
持
で
少
年
に
飲
綴
や
制
捜
崩
践

を
す
す
あ
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
綾
部
品
少
然
犯
罪
の
著
し

係
を
よ
く
州
知
っ
て
お
く
と
と
も

に
、
行
先
を
た
し
か
め
、
閥
湘
ゆ
唱

曲
吋
田
間
を
守
る
脳
間
繍
闘
争
。
つ
げ
き
せ

境
唱
。

腕
潤
制
樹
祭
に
祭
め
ち
れ
れ
ι多
数
の

野
菜
や
果
物
を
田
闘
っ
て
い
る
人

達
に
あ
げ
て
く
だ
さ
い
と
栓
会

朝
鮮
へ
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

ζ
れ
密
約
の
ひ
か
れ
ツ
養
老
時
四
へ

続
け
ま
し
た
e

争
終
ぬ

〈
)
市
内
は
異
動
神
間

議
事
務
卓
也
附
思
斌
回
抑

制
掛
油
部
謀
議
補
佐
課
税
時
開
設

(
徴
収
削
除
後
}

主
務
火
付
時
一
一
野

税
務
咽
閉
鎖
胤
絞
終
日
炎
〈
幾
務
主
任
)

税
務
糊
綿
〈
欄
間
臨
時
輔
綿
〉
議
開
部
森
開
制
捗

税
務
総
〈
調
発
事
梓
)
回
腿
笈
以
内
叫

税
務
課

最
近
耕
う
ん
鵠
怖
に
よ
る
欽
滋

時
帰
同
判
事
故
が
多
く
絡
役
し
て
い

ま
す
か
ら
、
緋
う
ん
蛸
慣
を
縮
偶
然

す
る
相
支
持
は
次
の
点
に
注
意
し

て
務
絞
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し

予
d
m
L
V
内ノ

e

mw
踏
切
遂
で
は
必
ず
一
時
修

止
し
て
、
定
右
者
よ
く
閥
均
て
安

全
を
液
か
め
て
か
ら
端
端
、
り
ま
し

之久ソ一。

ぬ
W

術
開
酬
械
の
と
き
は
、
一
方
の

潟
市
執
が
滋
溺
し
て
も
、
も
う

h
-
i
j
i
{
i
{
{
{
{
l
i
l
l
}
}
}
}
i
l
-
-
{
I
1
2
4
i
i
i
e
{
i
{
{
(
(
1
1
{
{
i
i
i
E
l
i
-
-
i
i
j
j
s
i
i
j
伸
一

一
第
三
者
ま
た
は
滋
世
帯
淡
齢
制
の
中
約
賓
伝
単
告
と
れ
也
っ
た
衡
の
亥
財
閥
山
一

1

6
出向

E
F

、

一

護

議

長

潟

、

宝

物

宣

告

滋

ひ

で

お

と

お

よ

び

そ

の

;
i
Lそ
吠
場
長
希

一
途
撲
に
は
多
〈
の
お
金
が
使
な
・
紛
れ
よ
う
と
灘
間
峨
を
遂
行
U

々
で
し
た
女
務
以
外
の
も
の
。
一
一
/
御
斤
肖
、

一
わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
い
で
お
ζ

な
わ
れ
よ
う
と
、
ぃ
③
成
絞
総
悶
閥
均
後
、
銀
総
翁
…
一
一
i

i

i

ぃi
l
l
1
1
i
i

…
ιれ
を
整
除
し
て
お
く
と
、
ず
ー
を
開
閉
わ
ず
支
出
と
な
ち
ま
ま
た
は
附
納
責
任
者
と
総
縁
者
…
…
年
来
年
姶
の
務
務

日
訪
問
一
日
…

J
q
v
'
Eえ
会
的
遜
じ
な
い
で
筋
委
が
蓄
し
…
…
仕
事
警
卒
一
一
三
十
八

一

塁

宗

務

、

自

主

殺

と

絵

勝

一

一

な

3
Zで
た

も

の

。

一

一

号

、

基

雪

空

月

四

日

一
な
る
と
と
が
む
き
な
い
と
い
う
蹴
醜
い
州
え
ま
た
遜
法
な
③
鉄
童
話
交
翼
民
。
一
一
で
す
。

一
絞
殺
も
や
‘
じ
ま
す
。

WE端
山
川
総
選
挙
漆
裁
で
も
、

mw
潤
服
務
の
樹
齢
震
後
の
選
挙
一
議
副
総
州
制
緩
務
は
年
一
雪
印
融
制
治
・

…

そ
ζ
で
、
選
挙
法
は
団
法
制
裁
問
中

?
L叫
そ
れ
が
申
犬
繁
ふ
ん
の
融
制
の
務
霊
祭
訟
に
察
し
た
変
色
一
夜
慈
善
で
の
物
品
熊
入
mw交

…
の
最
高
裁
量
言
語

5
譲
二
州
選
挙
運
警
行
為
お
選
挙
運
動
議
し
ま
う
…
…
払
い
を
い
た
し
ま
せ
ん
か
ら
、

一
っ
て
定
め
て
い
ま
す
。
そ
の
総
出
一
…
三
品
工
γ

攻

撃

の

た

め

一

一

本

庁

出

雲

史

、

午

秘

書

〈
題
内
で
な
け
れ
ば
雲
蓄
の
仰
い
闘
関
心
議
行
為
量
密
、
地
方
公
然
豊
富
務
ま
一
一
ま
ち
午
後
一
議
ま
で
の
雲

脚員同
mが
災
山
附
で
き
ま
せ
ん
。
も
…
浦
雄
懇
し
た
も
の
で
あ
れ
た
は
手
数
料
一
向
お
い
で
く
げ
い
き
い
。

し
も
そ
の
綴
以
ム
炎
出
向
す
る
と

3
5
5ば
、
す
べ
て
選
挙
③
幾
ぜ
ん
附
同
体
、
確
認
密
然
記
な
粉
、
鈴
同
月
一
円
二
自
に

溌
滋
が
然
泌
氏
な
ち
ま
す
。

ζ

滋
蜘
酬
に
胤
闘
す
る
支
出
と
い
う
ζ

が
お
ζ
な
う
選
挙
運
動
に
裂
し
…
一
-
特
ζ
な
っ
て
い
る
滋
お
・
布
役

の
官
民
出
向
と
試
金
銭
、
物
品
、
ぞ
と
に
な

O
ま

す

。

た

資

闘

民

一

四

女

波

で

の

支

払

い

は

、

開

判

維

の

の
叫
描
肘
問
点
埠
ょ
の
訓
判
殺
の
供
与
ま
交
出
向
と
み
き
れ
な
い
も
の
に
は
一
尽
に
開
眠
ち
十
万
円
問
、
十
間
関
門
口

た
は
交
付
を
い
い
ま
す
。
次
の
よ
う
々
も
の
が
あ
り
ま
す
①
選
挙
調
理
時
期
間
m磁
総
務
、
強
に
お
と
な
い
ま
す
。

ζ

れ
ら
は
、
滋
媛
、
開
間
接
お

mw
立
後
検
糊
中
帥
間
行
為
w
h
要
し
拍
閉
吾
使
関
す
る
た
め
の
資
問
用

よ
ぴ
燃
機
畿
、
掛
蹴
樹
締
岡
崎
山
向
者
、
た
夜
間
的
の
う
ち
で
候
補
者
、
出
品
W

災
都
内
食

人
し
て
、
十
二
月
二
十
日
且
門
口
ま

で
に
数
育
委
員
会
へ
出
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

品
伊
議
幸
雄

成
人
式
参
加
の
申
込

み
は
沼
田

n
m
Rま
で

い
時
年
成
人
気
に
つ
い
て
は
、

気
楽
K
参
加
で
き
て
、
殺
し
い

会
合
に
な
る
よ
う
な
絞
殺
応
努

力
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
の
銭

入
品
践
に
は
、
成
人
K
な
ら
れ
た

務
さ
ん
争
被
穏
し
て
、
プ
ッ
フ

ヱ
の
パ
i
テ
ィ
ー
を
欄
聞
き
ま
す

日
臨
時
国
昭
和
開
時
十
和
土
日
月
十
市
札
口
付

午
前
十
一
時
吋
か
ち
、
欄
欄
臨
刑
鰯
一

小
学
校
総
数
、
蹄
蹴
誠
司
審
問
問
和
十

九
縁
側
月
一
一
お
か
ち
開
閉
和
一
一
十

郎
仲
間
関
月
一
日
ま
で
に
や
・
ま
れ
た

灘
、
・
申
込
み
住
所
、
録
名
、
後

径
十
日
刀
吾
、
酷
開
業
奇
ハ
ガ
キ
に
削
船

踏
切
で
は
必
ず
一
時
停
止

耕
う
ん
機
の
事
故
、
が
ふ
え
て
い
る

撃す"謹i志野拘ぜ
¥、、

方
の
抽
時
間
開
げ
い
知
内
議
が
と
な
い
ζ

と
を
磁
か
め
て
か
ら
絞
り
ま
し

、a
h
n
J
O

め
相
州
免
許
期
滞
緩
は
や
治
ま
し

ゃ?っ。
m
w
踏
切
上
で
エ
ン
リ
J

ン
後
脇
陣

で
惨
準
し
た
と
き
は
、
た
げ
ち

に
明
開
港
の
滋
行
方
向
民
向
っ
て

串
作
品
闘
の
縁
、
き
れ
な
ど
を
振
っ

て
列
簿
者
・
沈
め
る
唱
す
爾
告
と
り

ま
し
ょ
う
。

帯

間

開

郊

繍

談

》
十
一
一
月
の
奮
闘
昂
相
相
談
は
次
の

M

羽
稜
で
お
と
な
い
ま
す
。

内
務
北
支
所
十
コ
月
十
八
日

M

礎
工
会
館
十
一
一
月
一
一
十
五
円
口

町
時
吋
絡
は
、
い
ず
れ
の
会
場
と

で
も
午
線
十
時
か
ら
午
後
一
ニ
絡
ま

双
十
六
俸
の
B
警
の
流
行
の
と
州
市
切
で
す
。

き
は
、
約
十
万
人
総
体
紙
、
一
一
一
十
山

七
年
の
A
2
型
の
と
き
は
、
約
一
年
来
年
始
mw
ゴ
ミ
収
集

五
十
万
人

κ近
か
っ
た
の
で
、
一
ゴ
E
の
然
制
刺
殺
終
は
十
二
月

三
十
制
作
秋
か
ら
イ
ン
フ
舟
エ
ン
一
三
十
円
口
か
ち
際
日
目
ま
で
、
お
体

ザ
批
判
制
約
対
策
と
し
て
、
一
怒
関
岡
山
み
暑
い
に
だ
き
ま
す
か
ら
、
な

綴
紛
糾
制
で
予
時
間
接
種
吾
す
す
め
出
る
べ
く
伴
内
托
処
懇
す
る
よ
う

ま
し
た
の
で
三
十
八
紺
ゃ
に
は
陥
H

W

お
綴
い
い
た
し
ま
す
。

と
ん
ど
流
行
が
あ
き
ま
せ
ん
で
W

な
お
、
有
料
紋
楠
般
の
制
作
品
ホ
の

し

た

。

山

予

定

同

弘

次

の

と

お

り

哨

じ

ず

陛

し
か
し
、
縦
印
刷
三
十
八
年
の

w
m羽
市
間
湾
、
段
、
一
区

索
、
九
掛
川
総
万
か
ら
絡
ま
っ
た
日
明
削
門
口
%
、
昔
、

7
、
9
、

8

イ
ン
フ
ル
お
ン
ザ
は
、
と
れ
ま
刊
誌
綴

明、
m
w
B
刷
出
と
や
や
懇
の
変
わ
っ
仇
お
口
付

2
、
3
、

4
、
日
目
、
口

た
m
D

ア
マ
ク
サ
徐
に
よ
る
も
の
吋
の
1
、
u
m
W
2
w体

で、
h

江
市
出
会
問
闘
に
ひ
ろ
が
り
約
一
銭
g

H

H

昨
陣
、
栄
町
、
小
森
、

十
万
人
け
か
ん
線
終
に
な
っ
て
い
ま
日
策
総
係
予

す
o

w

鈎
制
時
期
期
務
、
官
叩
佐

一8
カ
ぜ
い
を
γ

ア
脱
出
す
る
た
診
叩
山
鼠
衛
隊
員
募
集

に
は
、
休
養
、
栄
養
等
の
}
拙
胤
川

的
問
蹴
郎
邸
側
、
外
向
後
の
う
が
い
、

w

防
衛
庁
で
は
お
綴
媛
悶
闘
争
努

捌
掴
皮
の
変
化
げ
い
対
す
る
時
郎
総
な
小
策
し
て
い
ま
す
。
尚
武
品
坊
は
十
一
一

ど
が
お
獲
で
、
単
品
入
、
乳
幼
児
W
R
A

一
尽
か
ら
例
師
会
川

nE一十一

病
問
調
設
な
ど
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
明
お
ま
で
、
ス
十
日
胤
才
禾
出
縄
mw
田カ

ザ
に
か
か
っ
た
縫
会
は
、
で
き
N

Z

J
、
入
絞
殺
希
望
す
る
方
は
絞

る
だ
け
問
中
く
医
師
闘
の
治
療
を
焚
仇
機
総
緩
漆
ま
で
お
い
で
く
だ
さ

げ
る
と
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
‘
い
。

カ
ゼ
誌
は
ま
ず
抹
養
第

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期

イ
ン
フ
ル
ぷ
ン
ザ
の
旅
行
す

る
家
樹
仰
に
な
り
ま
し
た
。
開
閉
山
和

三
十
七
年
款
の
隊
問
問
帥
闘
機
蜘
胸
骨
震

に
よ
ち
ま
す
と
、
会
制
悶
問
問
が
が

筒

O
、
八
削
蛸
「
克
ゼ
」
W

仏
か
か

h
y
、

ιの
ぬ
悩
蛾
胸
筑
川
悼
会
開
同
市
作
年

閥岡山刊一向脇陣
mm以
上
と
掛
措
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
ヵ
ゼ
」
の
う
ち
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
絞
首
Z
9
2
ク
ロ
ン
mw

大
き
さ
の
イ
ン
フ
ル
瓜
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
っ
て
お
ζ
り
ま
す

が
、
そ
の
後
紋
の
滋
し
さ
〔
官
同

然
、
市
制
緩
、
臨
出
出
何
時
期
、
関
節

W

掬
〉
と
流
行
の
大
き
き
か
ら
総

会
の
機
絡
を
マ
ヒ
さ
せ
る
も
の

と
し
て
、
同
闘
閥
均
の
間
部
俊
之
掛
盛
大

な
持
品
時
隊
舎
も
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
舟
ぷ
ン
ザ
A
2
裂
に

よ
る
ア
ジ
ア
か
ぜ
は
昭
和
史
十

二
畑
中
か
ち
一
ニ
ナ
ゴ
一
俸
に
か
け
て

口
川
本
で
は
約
言
万
人
以
上
が
勝

気
付
い
な
り
、
帆
制
榊
間
十
八
人
が
死

亡
、
イ
ン
プ
ル
ス
ン
ザ
M
V
一務闘

で
死
亡
し
た
も
の
は
二
万
人
を

滋
し
た
と
滋
樹
比
さ
れ
て
い
ま
す

緩
和
三
十
五
年
の
A
2
絞
と
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